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（写真）ベネズエラ国会 “出馬者の変更に関する選挙組織法の条文を確認” 

野 

 

 

 ジョリス氏 法的に出馬不可？      

 

株式会社ベネインベストメント 

松浦 健太郎 

                          

党統一候補に選ばれたマリア・コリナ・マチ

ャド氏（MCM）は、大統領選実施日の１０日 

前まで候補者が変更できるとして、自身が後任に指

名したコリナ・ジョリス氏の出馬を模索している。 

 

一方、与党「ベネズエラ社会主義統一党（PSUV）」の

カベジョ副党首は、この主張を否定。ジョリス氏が出

馬することは法的に不可能と説明している。 

 

本稿では、双方の主張の源泉はどこにあるのか、両者

の主張の根拠について紹介したい。 

 

 

目下、大統領選に関して最も重要なテーマは、「野党

が統一候補を誰にするのか」であることは間違いない。 

 

本件について、２つの重要な日程がある。 

 

「４月２０日」と「７月１８日」である。 

 

４月２０日は、一般的に言われる「候補者の変更期限」。 

 

ベネズエラの投票は電子投票で、投票画面には「政党」

と「その政党が推薦する候補者の顔写真」が掲載され、

有権者はその顔写真をプッシュすることで投票する

仕組みになっている。 

 

野党統一候補の検討に重要な２つの日程 
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現在「選挙管理委員会（CNE）」が２０２４年の大統

領選の投票画面に表示される一覧を作成していると

ころだが、以下のような画面になると報じられている。 

 

なお、赤い点線で囲まれているのは「野党統一連合

（MUD）」のエドムンド・ゴンサレス氏。 

 

赤い線で囲まれているのが「新時代党（UNT）」のマ

ニュエル・ロサレス党首。 

 

仮に４月２０日までに野党が統一候補を絞り、CNE

に候補者の変更を申請したとすれば、ここに掲載され

る顔写真も変更した候補者の写真に変わるとされて

いる。 

 

 

 

 

一方、MCM氏は、４月２０日以降も候補者の変更自

体は可能と指摘。 

 

「４月２０日以降に候補者を変更した場合、投票画面

に表示される候補者の顔写真は変らないが、選挙実施

の１０日前までは候補者の変更は可能」と主張。 

 

大統領選は７月２８日に開催されるので、選挙の１０

日前は７月１８日になる。そのため MCM 氏は７月

１８日までジョリス氏への変更を模索するべきと主

張していた。 

 

しかし、カベジョ PSUV 副党首は、この主張に異議

を唱え、ジョリス氏出馬の可能性を否定している。 
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それでは、MCM氏とカベジョ氏の主張の違いの根拠

はどこにあるのだろうか？ 

 

実は、MCM氏の主張とカベジョPSUV 副党首の主張

は共に「選挙手続組織法」を根拠としている。 

 

以下では、「選挙手続組織法」のオリジナルの条文を

確認し、両者の主張を確認したい。 

 

まず、MCM氏の主張は「選挙手続組織法」の第６２

条・６３条を根拠としている。 

 

第６２条（代理）には、以下のような内容が書かれて

いる。 

 

“出馬政党は以下の条件において候補者を変更するこ

とが可能。（候補者の）「死亡」「辞任」「管轄当局が証

明する身体的・精神的な障害」「憲法または法的な理

由」。この条件に該当した場合、CNEは全国に候補者

の変更を周知しなければいけない。 

 

補欠が行われた時間が選挙証書の変更を行うのに十

分でない場合、当該政党への投票は代理候補の票とし

てカウントされる“ 

 

また、第６３条（変更）に書かれている内容は以下の

通り。 

 

“出馬政党は、選挙実施の１０日前まで候補者を変更

することが可能。この場合、CNE は全国に候補者の

変更を周知しなければいけない” 

 

 

MCM 氏が主張する通り、第６３条には、「選挙実施

日の１０日前まで候補者の変更が可能」と明記されて

いる。 

 

 

一方、カベジョ PSUV副党首の主張は、「選挙手続組

織法」の第６４条・４４条を根拠としている。 

 

第６４条（候補者の変更に求められる要件）には、以

下のような内容が書かれている。 

 

“候補者の変更は”新たな出馬“となる。変更する候補

者が既に許可された候補者ではない場合、本法律およ

び規則の定めに準じなければならない” 

 

加えて、第４４条（出馬期間）に書かれている内容は

以下の通り。 

 

“候補者の出馬期間は、選挙スケジュールにおいて定

められる。この出馬スケジュールを過ぎて出馬申請を

した者は、期限切れとして出馬しなかったものとみな

される” 

 

つまり、カベジョ PSUV副党首の認識では、 

「各政党は選挙の１０日前まで候補者を変更するこ

とが可能だが、変更する候補者が既にCNEが許可し

た候補者ではない場合、本法律および規則の定めが適

用される」 

 

そして、選挙手続組織法の第４４条には 

「出馬期限を切れた出馬者は、出馬しなかったと認識

される」と書かれている。 

 

選挙１０日前までの変更は可能 

新たな候補者への変更は不可 
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「つまり、コリナ・ジョリス氏は出馬期間中に出馬し

ていない候補者であり、第４４条の定めが適用され、

出馬が許可されない」という理解になるという。 

 

逆に「誰ならば選挙実施日の１０日前まで変更できる

候補者なのか」だが、カベジョ氏曰く、「CNEが既に

出馬を許可した人物」。 

 

つまり、「CNEが大統領選の出馬を認めた１３名の候

補者の中の誰かであれば変更が可能（１３名は「ウィ

ークリーレポートNo.348」参照）」。 

 

実質的には、「MUDはマニュエル・ロサレス氏ならば

変更することが可能」と言っているのと同じだろう。 

 

 

上記にて MCM 氏およびカベジョ氏の主張の根拠を

比較した。 

 

どちらの主張に正当性があるのかは、読み手により変

わると思うので、ここでは記載しない。 

 

その上で、一番大事なのは、「どちらの意見が採用さ

れるか」である。 

 

こういった場合、与党側に有利な解釈が適用されるの

がベネズエラである。 

 

つまり、カベジョ氏の主張が優先されると想像してい

る。 

 

 

 

個人的な認識では、よほど大きな外部要因がない限り、

ジョリス氏が大統領選に出馬できる可能性は低い。 

 

MUDが検討する内容は 

「ロサレス氏を野党統一候補として支持するか」 

「現在暫定的に出馬させているエドムンド・ゴンサレ

ス氏を正式に候補者と認識するか」 

「大統領選から離脱するか」 

のいずれしかないのかもしれない。 

 

以上 

与党に有利な解釈が適用される 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/ae1549a157875d7e74f90521d19d9e3f.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/ae1549a157875d7e74f90521d19d9e3f.pdf

